
指定文化財等台帳（国指定文化財）

概要
所在地所有者 標柱の有無 あり なし所有者の住所 材質 石柱 木柱管理責任者管理責任者の住所 建立者備考 建立年月日大仙市大曲花園町１－１ ※ 詳しくは標柱台帳を参照のこと

大仙市高梨字大嶋、払田字真山　地内（仙北地域） 標柱関連情報大仙市、個人所有大仙市 その他（　解説看板あり　）

平成16年２月27日（平成20年７月28日 追加指定）（平成22年８月５日 名称変更） 時代 明治～大正構造・形式等 本家庭園（高梨）面積：約42,000㎡分家庭園（払田）面積：約18,000㎡　旧池田氏庭園は秋田を代表する田園地帯に営まれている。池田氏は、山形県酒田の本間氏、宮城県石巻の齋藤氏と並び東北三代地主と称され、明治から昭和にかけて旧高梨村だけでなく県の政治、経済、文化に大きく貢献した。　本家庭園（高梨）は、明治時代末期から大正時代初期にかけて近代造園の祖である長岡安平によって築庭され、家紋を意識した亀甲型の地割をしている。敷地内には国内最大級といわれる大型雪見灯籠や５棟の土蔵、秋田県初の鉄筋コンクリート建造物である洋館（私設図書館）などが配置され、鑑賞上・学術上の価値は極めて高い。また、明治時代末期に同じく長岡安平によって築庭された払田分家庭園は、本家と敷地形態は共通しているが、その構造や意匠は異なる。

名称
旧池田氏庭園旧池田氏庭園旧池田氏庭園旧池田氏庭園

きゅういけだしていえん 員数分類（種別） 名勝 指定番号指定等年月日


